
ツ
チ
ム
ロ
土
霊

能

楽

部
山
上
郷
に
回
す
る
部

前
。
文
明
六
年
」
l

二
且
廿
四
日
附
槻
郁
兵
附
允
宛
加

の
認
概
政
続
判
明
日
に
、『
加
州
能
出
究
開
棚
上
土
室
持
河
北

部
英
川
庄
内
相
江
村
等
市
、
如
先
々
知
行
不
可
有
相

述
。
』
と
あ
り
、
父
親
元
日
促
文
明
入
年
十
二
月

H
七

日
の
伎
に
は
、
『
上
村
秀
殴
入
道
嵯
賎
三
努
院
領
加
州

上
土
室
車
、
去
長
政
二
永
代
以
二
百
刈
二
民
文
口
得

之
践
、
関
総
兵
郎
師
…
翻
抑
制

-zk
。』と
あ
る
。
加
湿

闘
部
担
平
副
肺
四
年
の
僚
に
、『
石
川
郡
番
凶
・
土
室
・藤

山
崎
閉
山
々
そ
放
火
す
。
』と
し
て
、
土
筆
を
石
川
郡
な
る

如
〈
聞
出
し
た
は
認
で
あ
る
。
叉
貧
永
誌
に
、
土
室
村

領
に
太
郎
閉
伊
一肢
の
館
跡
が
あ
り
と
記
す
る
。

ツ
チ
ム
ロ
シ
ョ
ウ
ヂ
土
室
小
路

金
梯
の
皆
川

名
で
、
浮
間
山
寺
の
側
な
る
小
路
を
い
ふ
。
押
仲
間
山
寺
を

土
芸
御
坊
或
は
土
屋
伊
閉
山
寺
と
呼
ん
だ
か
ら
小
路
の

名
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ツ
チ
ヤ
カ
ン
シ
ロ
ウ
土
屋
勘
四
郎

訴
は
義
正
。

石
川
郡
御
供
閉
村
の
人
。
正
保
二
年
父
=
一
郎
右
衛
門

の
後
一
宮
滋
け
て
イ
村
に
任
ぜ
ら
れ
、
放
胞
一

一年
持
高

そ
の
門
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

ツ
チ
ハ
シ
ノ
シ
ン
ベ
Z

土
惜
の
新
兵
衛
羽
咋

郷
土
協
の
入
。
際
升
氏
。
元
組
新
兵
術
は
前
川
利
家

入
凶
の
際
馳
走
し
た
る
を
以
て
、
天
正
イ
年
=
一
十
依

脅
扶
持
せ
ら
れ
た
が
、
班
長
元
年
七
周
波
し
た
。
三

代
新
兵
衛
の
時
、
先
永
十
二
年
十
村
肝
煎
と
な
り
、

四
代
新
兵
衛
之
を
裂
ぎ
、
京
代
新
兵
衛
は
究
文
十
年

以
降
山
廻
役
と
な
り
、
間
附
之
に
任
じ
た
。

ツ
チ
ハ
シ
モ
ン
土
穏
門

金
都
城
内
一
一

J

丸
か
ら

b
，
丸
茜
布
術
門
坂
口
へ
出
る
門
で
、
二
丸
股
式
向

の
別
入
口
で
あ
っ
た
。
金
城
探
秘
録
に
、『
土
師
御
門

は
御
脆
式
出
入
の
門
也
。
御
門
下
左
右
間
切
に
し
て
、

土
俗
に
相
成
り
、
石
川
御
門
外
と
間
続
也
。
般
に
土

偏
御
門
と
云
」
と
ぞ
。
』
と
あ
る
。

ツ
チ
1
l
ツ
ツ

ツ
チ
ヤ
マ
タ
サ
プ
ロ
ウ
土
屋
叉
三
郎

総
は
媛

休
。
石
川
郡
御
供
聞
の
百
姓
土
屋
勘
四
郎
申
立
正
の
子
。

冗
文
四
年
抗
且
父
の
柿
死
し
た
後
十
村
に
任
ぜ
ら
れ

た
が
、
元
職
七
年
附
凶
作
事
行
問
問
左
十
郎
の
非
に
座

L
て
そ
の
輪
宇
・
械
は
れ
、
禁
獄
一
年
除
に
及
ん
だ
。

陥
に
し
て
宥
さ
れ
、
制
髪
L
て
直
心
と
川町
し
た
が
‘

そ
の
剃
附
記
し
た
明
白
を
滞
に
告
げ
な
か
っ
た
錦
、
叉

ツ
チ
ヤ
7
・γ
ユ
ン
ド
ウ
土
山
泰

道

大

明
寺
の

入
。
誌
は
仰
、
字
は
士
m
町
、
活
都
春
道
、
孔
附
開削と

放
し
た
。
父
の
名
は
忠
情
。
年
十
七
に
し
て
回
出
荷
芯

L
、
柄
林
氏
に
大
坂
に
従
ひ
、
利
削
京
郭
に
京
師
に

尽
ぴ
、
叉
阿
川
村
敵
将
竹
中
の
門
に
入
り
、
法
に
議
資
聞

い
て
栴
に
阿
る
こ
と
三
十
年
、

一
旦
決
然
と
し
て
北

邸
し
、
務
く
も
な
〈
石
川
郡
本
吉
捕
に
隠
れ
、
天
保

八
年
二
且
二
日
享
年
七
十
で
奴
し
た
。

の
内
二
町
八
拾
凶
歩
物
成
四
拾
依
の
地
青
奥
へ
ら
れ

て
御
扶
持
人
十
村
と
な
り
、
後
無
組
御
扶
持
人
に
刺

じ
、
承
剛
山
ご
年
一

一千
石
の
代
官
脅
命
ぜ
ら
れ
、
漸
〈

回
唱
し
て
資
市
山
石
の
枚
納
そ
診
る
に
主
h
J、
流
文
元
年

金
開
時
ケ
川
に
加
小
出
寺
青
創
建
し
た
が
、
四
年
五
月

抗
日
夜
番
林
坊
で
辻
斬
の
艇
に
巡
う
た
。
そ
の
子
に

叉
=
一
郎
議
休
が
あ
る
。

ツ
チ
ヤ
キ
ン
シ
チ
土
展
金
七

品市
川仰
の
白
銀
肺

で
、
品
製
村
克
久
の
門
か
ら
出
て
、
巧
手
で
あ
っ
た
。

ツ
チ
ヤ
ダ
イ
ガ
ク
土
屋
大
串
石
川
怖
御
供
山

に
時
た
。
借
入
は
制
棋
の
人
土
原
義
政
。
大
烈
は
文
明

入
年
加
賀
に
来
・
り
、
長
芋
ご
年
洲
附
兵
山
仰
の
女
札
vmI

h

ヮ
、
住
徳
=
一
年
飛
閉
に
残
し
た
。
そ
の
子
山
中
人
は
加

賀
に
留
っ
た
が
、
天
正
八
年
柴
側
勝
家
の
お
に
亡
ぼ

さ
れ
、
良
子
は
同
村
一
向
宗
政
策
寺
‘
次
子
は
金
抑仲

間
回
覚
寺
に
授
は
れ
、
品川
篠
皆
町
民
し
た
。
御
供
出
の

白
長
勘
四
郎
総
市
は
こ
の
系
統
や
-泳
け
た
も
の
で
あ

る
。

ツ
ツ
シ
ミ
償

滞
政
時
代
に
、
町
人
の
微
罪
を

加
す
る
に
緋
制
留
・
指
拘
・
組
合
預
・
一
一
肌
預
・
泊
込
・

山
戸
が
あ
っ
て
、
総

m
Lて
恨
み
と
い
う
た
。
是
等

の
差
別
は
甚
だ
陵
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
立
政
五

年
一
定
の
附
料
そ
加

へ
て
、
俳
制
向
凶
は
郎
に
他
行
L

得
ぬ
も
の
、
制
釦
は
尽
前
の
部
所
お
ろ
し
附
識
を
密

ま
ぬ
も
の
、
組
合
預
叉
は
一
類
預
は
組
合
又
は
一
一
訊

よ
り
帯
人
骨
む
き
都
A
J
部
や
-閉
す
も
の
、
治
込
は
郡

小
一郎
荷
閉
す
だ
け
の
も
の
、
間
戸
は
総
会
邸
脅
閉
し

て
同
板
そ
そ
の
空
間
山
に
釘
付
す
る
も
の
と
し
た
。

ツ
ツ
ノ
ミ
サ
キ

綿
々
之
三
均

出
器
風
土
記
凶

引
の
僚
に
、『
亦
前
芯
之
初
々
之
三
附
突
。
同
之
依
有

耶
見
者
。
凶
之
併
有
紹
耐
。
中
略
。
同
々
来
々
到
来

縫
凶
者
。
=
一
諮
之
椅
也
。
』
と
あ
る
。
疑
問
覧
の
絞
註

に
は
、『
今
の
丹
後
凶
稿
文
の
北
な
る
、
い
な
む
ら
が

崎
所
、
つ
つ
川
の
附
と
も
云
ふ
と
ぞ
。
』
と
あ
っ
て
、

筒
川
の
附
印
ち
郡
土
之
三
崎
で
あ
る
と
す
ろ
も
の
L

百
日
の
訟
胞
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
父
三
郎
は
元
来
記
憶

に
長
け
て
、
日
同
文
明
以
降
の
棋
は
そ
晴
じ
て
ゐ
た

鈴
に
、
兵
mJdn
有
神
武
自民
に
蹴
ぜ
ら
れ
た
と
い
ふ
。

叉
三
郎
の
議
そ
述
作
に
採
っ
た
の
は
、
こ
の
蜘
袋
以

後
の
約
閃
取
で
あ
っ
た
ら
し
〈
、
開M
永
三
年
に
金
城

降
椛
私
杷
が
成
。
、
四
年
に
耕
稼
春
駄
が
脱
稿
L
、

正
徳
四
年
に
加
越
能
大
路
水
綬
が
古
か
れ、

写
保
四

年
四
月
七
十
入
践
で
間
目
。
子
奥
右
術
門
以
除
羽
川
郷

杉
野
田
山
村
に
怯
ん
で
、
十
村
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

ツ
チ
ヤ
モ
ス
ケ
土
屋
茂
助

山
木
氏
よ
り
出
で

て
土
殴
丸
内
の
耐
と
な
っ
た
も
の
。
身
体
魁
陀
に
し

て
機
流
の
給
術
特
能
〈

L
、
人
と
鈎
り
山
間
備
に
し
て

慌
に
談
笑
し
な
か
っ
た
。
明
治
ご
年
八
月
山
辺
仲
太

郎
等
が
本
多
政
均
そ
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
時
、
茂
助

そ
の
椛
に
典
。
、
七
日
事
の
決
行
せ
ら
れ
た
後
九
日

夜
白
川
し
た
。

如
く
で
あ
る
が
、
本
文
の
俄
恕
H

閉
め
て
雄
大
、
陣目頭

先
づ
符
宗
忠
町
制
紀
の
三
的
特
捉

へ
来
っ
て
叙
述
し
た

酷
か
ら
制
刷
機
す
る
も
、
都
立
乙
=
一
同
川
が
、
丹
後
の

一

小
岬
向
た
る
べ
き
理
問
な
〈
、
必
ず
や
本
州
の
巾
央

か
ら
突
出
し
、
日
本
海
の
将
U2ι

有
限
分
す
る
の
形
勢

を
な
す
能
殺
の
珠
洲
岬
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
し
て
、

珠
洲
と
三
磁
と
の
聞
に
航
路
の
聞
け
た
る
を
暗
示
す

る
訓
話
で
あ
ら
う
。
日
本
出
紀
一
辿
穏
に
鈴
木
質
胤
の

設
や
-
引
い
て
、
『
高
志
之
郁
々
の
=
一
附
は
、
決
〈
和
名

抄
叩
併
に
襲
凶
珠
洲
と
あ
る
是
な
る
べ
L
o
院制

一九均
百
く
よ
り
目
別
々
と
-E
け
め
ど
も
、
古
へ
郁
々
と

一
苫
け
る
が
、
者
の
泡
へ
る
任
に
、
右
の
如
〈
な
れ
る

な
る
べ

L
。
然
ら
ず
て
は
出
誕
の
三
開
拓
之
筒
よ
り
、

高
志
の
都
々
の
三
附
と
も
云
ふ
べ
き
地
は
、
能
菅
の

三
附
を
除
て
外
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
式
に
珠
洲
郡

刻
々
榊
制
あ
る
、此
脅
=
一一
附
縦
割
と
巾
す
と
去
れ
ば
、

郁
々
乃
三
附
と
あ
る
に
川
へ
り
。
』
と
あ
る
も
の
は
、

単
設
と
い
」
べ
き
で
あ
る
。

ツ
ヅ
ミ
カ
ハ
蹟
叢

i
カ
ガ
カ
ハ
加
賀
革
。

ツ
ツ
芝
生
ユ
ウ
袋
大
夫

荒
木
間
氏
。
伊
勢
内

宮
の
制
官
で
あ
る
が
、
山
川
に
阿
佐
す
る
か
ら
外
宮

御
耐
と
都

L
、
御
一
耐
山
闘
は
内
外
共
に
之
を
行
う
た
。

総
川
信
長
の
時
製
孤
助
が
そ
の
御
附
で
あ
っ
た
か

ら
、
前
川
利
家
に
も
怨
訟
で
あ

h
、
利
長
は
射
水
部

小
山
担
村
で
百
ニ
イ
依
の
地
宇
一
併
出
し
た
。

ツ
ツ
ミ
チ
ヨ
ウ
堤
町

金
河
川
の
附
名
。
も
と
本

町
の
一
つ
で
、
上
・下
に
分
か
九
て
ゐ
る
o
m
山
長
の

古
闘
に
は
、
玉
衆
院
丸
の
下
な
る
金
谷
出
丸
町
え
か

ら
、
際
右
術
門
丸
の
下
方
に
詰
る
ま
で
、
内
惣
出
川
摘

の
内
に
三
僚
の
阿
が
あ
り
、
そ
の
中
央
の
一
僚
に
南

町
・
地
問
と
註
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
今
の
位
置

へ
は
後
に
料
じ
た
も
の
で
あ
ろ
。

ツ
ヅ
Z
ド

ウ

厳

筒

円
ツ
ミ

河
北
郡
五
ケ
庄
に

五
五
四


